議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年９月１日(月)　午前１０時００分～午後０時１９分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　加藤和男　　副委員長　さとうゆみ
委　員　浅井たつお　伊藤祐司　岡崎つよし　
佐野尚人　　丹羽茂雄　水野とみ子
議　長　川合保生　　副議長　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
　　議長
　　委員長
２　議題
⑴　平成２６年第３回長久手市議会定例会議事日程について
　ア　一般質問について
＜説明：事務局＞
　・　発言通告　代表質問４人、個人質問１３人
　　　９／８　代表４人・個人２人、９／９　個人６人、９／１０　個人５人
（委員長）・　説明のとおりの日程でよいか。

＜異議なし＞

　　イ　決算審査意見書質疑通告について

　　 ＜説明：事務局＞

　　 　・　発言通告１人

ウ　請願について

＜説明：事務局＞

　　請願第４号　定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願（議事日程第２号に追加／教育福祉委員会へ付託）
（委員長）・　説明のとおりの日程でよいか。

＜異議なし＞

　　エ　その他
　　　・決算特別委員会委員について

（委員長）・　各会派から選出予定議員を報告してほしい。
	会派名等
	議員名

	政策グループ〝楓〟
	加藤和男

	長久手市民くらぶ
	加藤　武　　じんの和子

	公明党
	木村さゆり

	「創」
	伊藤祐司　　青山直道

	無会派
	原田秀俊　　水野竹芳


（委員長）・　以上のとおりでよいか。

＜異議なし＞

⑵　平成２６年第４回定例会の日程について
　＜説明：事務局＞
・　会期日程案のとおり（１１月２７日～１２月１９日　２３日間）
（委員長）・　日程案について意見はあるか。

＜異議なし＞

　⑶　議員定数改正に伴う委員会及び委員定数の見直しについて

（委員長）・　事務局説明をお願いしたい。
（事務局）・　次期一般選挙から議員定数が２０から１８となる。これに伴い委員会数と委員数の見直しが必要。また、予算決算委員会の形式についても議論頂きたい。平成２６年第４回定例会で委員会条例改正の議案を上程する予定。
（委員長）・　意見はあるか。
（委　員）・　改正条例は平成２６年第４回定例会へ上程することが必須か。
（事務局）・　平成２７年第１回定例会上程でも問題はない。
（委　員）・　現在の３常任委員会を維持し、最小限の改正にとどめるべき。大きな改革は改選後の議員に委ねた方がよい。
・　現在の３常任委員会を維持し、平成２６年第４回定例会に改正条例を上程してはどうか。

・　定数条例を改正したのがおよそ３年前であり、この間に議会基本条例の制定に向け検討も行っているため、もっと汗をかいて改革に取り組むべきではないか。
また、議長を常任委員会の委員として委員数に含めることについても、議論が必要ではないか。
予算決算委員会は、常任委員会とし年間を通じて委員会活動ができる体制にするべき。

委員会数としては、現在の常任委員会を２つにし、議運と予算決算常任委員会を加えた４委員会体制としてはどうか。その場合、各議員が２つの常任委員会のうちいずれかの委員会と議運・予算決算のいずれかの委員会の計２つの委　

員会に出席することとすると、各委員会の委員数は９～８人となる。

・　委員会の審査は、委員が５～６人では少ない
・　予算決算委員会の形式については、これまでも議運で議題として取り上げてきた経緯があるので、一定の結論を出せるよう今後議論していきたい。常任委員会の委員数は、各常任委員会６人とすべき。
（副委員長）・　 常任委員会は２つとし、委員数をそれぞれ９～８人で編成してはどうか。予算決算委員会の常任委員会化の議論は、時間的に余裕がないため、今の議員の任期中の改正は難しいのではないか。
（委員長）・　各会派に持ち帰って頂き、次回の議運で再度検討したい。
　⑷　議会報告会について

（委員長）・　各日程の議員配置案を作成したので配布する。
（副委員長）・　決算委員、各常任委員及び議会基本条例検討特別委員が各会場１人は配置されるよう調整した。議長は全ての会場に出席する。

（委員長）・　会の内容は、「決算報告」「基本条例」「意見交換」。名称は「議会報告会」としたい。

（委　員）・　「報告会」というよりも「懇談会」のイメージが強いので、「市民と議会の懇談会」としてはどうか。
・　名称は「議会報告懇談会」としてはどうか。
・　タイトルは「議会報告会」のままで、詳細をサブタイトルに入れてはどうか。
・　議会基本条例では「議会報告会」の名称を使っていたのではないか。

（委員長）・　タイトルは「議会報告会」とし、サブタイトルを追加することでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　チラシは、前回作成したものをベースに正副委員長で案を作ることとし、作成後、委員に提示する。
（委　員）・　チラシは、見る人にインパクトを与える内容にすべき。

（委員長）・　タイトルを大きく記載し、サブタイトルを小さく記載することでよいか。
＜採決の結果、賛成多数＞
（委員長）・　チラシの配布は、広報１０月号への折込が間に合わないため、自治会回覧、新聞折込、公共施設での設置にて対応しようと思うがどうか。
（副委員長）・　９月１６日（火）にたつせがある課で自治会回覧するチラシの仕分け作業があるため、チラシの作成はそれに間に合わせる必要がある。

（委員長）・　前回はチラシを新聞折込し、その折込代金を議員の積立金から支出した。

（委　員）・　積立金からの支出は必須か。仮に積立金から支出するということであれば、各会派に持ち帰って検討する必要があるのではないか。
（委員長）・　自治会回覧は各世帯１部とし、併せて新聞折込もすることでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　新聞折込の費用負担については、各会派で相談してきて欲しい。
（委　員）・　チラシに出席議員の一覧表は付けるのか。
・　議会として実施する事業であるのに、各議員の氏名を出す必要があるのか。
（委員長）・　議員の氏名は入れないこととしてよいか。
＜採決の結果、賛成多数＞
（委員長）・　チラシには、議員の氏名を入れないこととする。
・　会場での報告内容は、決算委員会の正副委員長と相談し、どの会場でもできるだけ同様の報告ができるように資料作成を依頼する。
・　当日のシナリオは正副委員長で作成し、各会場のリーダーと調整する。
（副委員長）・　アンケートは作成するか。

（委員長）・　正副委員長でアンケートを作成し、当日の参加者から意見聴取する。
　⑸　災害時の対応について
（委員長）・　事務局説明をお願いしたい。
（事務局）・　執行部の災害対応について説明。地震以外の災害に係る議会対応について検討する必要があるが、執行部の動きとリンクさせることが必要。

＜１１：３９　休憩＞
＜１１：４５　再開＞
（委員長）・　１１月１６日に総合防災訓練が実施されるが、議会としても何らかの訓練が必要と考えるが意見はあるか。
（委　員）・　現在検討中の議会基本条例の文中では、議員の災害対応について以下のとおり規定する予定。


（委員長）・　総合防災訓練の際の事務局の動きはどのようか。
（事務局）・　昨年度は局長が災害対策本部要員として市が洞小学校の訓練に参加していた。議会単独の訓練を防災訓練当日に実施する場合、事務局は議会単独の訓練に参加できない可能性がある。
（委　員）・　各議員は小学校区で実施される防災訓練に参加し、その反省点を持ち寄って議論してはどうか。
（議　長）・　まずは議会の災害対応の規定を定めた上で訓練を実施すべき。
（委　員）・　発災時、地元地域の情報収集が重要であることから、防災訓練当日の議員の対応としては、地元地域の訓練状況を見ることが大切である。
・　近年制定された他市町村の議員の災害対応に関する要綱をみてみると、正副議長は役所に登庁するものの、その他の議員は自身の安否報告を議長にした上で、地元で災害復旧対応や情報収集を行い、議会を経由して執行部へ報告するケースが多いようだ。
・　本日、正午に愛知県がシェイクアウト訓練を実施しているようなので、われわれも実施してはどうか。
＜シェイクアウト訓練を実施＞
・　他市町村の災害対策本部構成員で、議員が入っているケースはあるか。
（事務局）・　恐らく入っていないと思われる。

（委員長）・　次回は他市町村の災害対応マニュアルを参考にしながら検討したい。
３　その他
（議　長）・　閉会中の継続調査の申し出について、これまでと同様に所管事項を全て列挙する方法は今後行わない。また、委員派遣の方法についても検討したい。
（事務局）・　近隣市における委員派遣手続きの実施状況を調査した。瀬戸市議会は委員会視察を行う際、定例会中の常任委員会で委員派遣について諮った上で委員長から議長に対し委員派遣承認要求を行っているようだ。
・　閉会中の継続調査については、近隣市議会においても所管事項を全て列挙する方法をとっているようだ。
（副委員長）・　議会報告会についても議員派遣の手続きは必要か。
（事務局）・　必要である。
（議　長）・　友好都市である南木曽町議会との交流については、１０月５日（日）を予定している。全議員参加を予定しているので、今定例会で議員派遣の手続きを行う。
（委　員）・　閉会中の継続調査の申し出について、今後はどのように行っていけばよいか。
（事務局）・　他市町村の方法を調査する。

（委員長）・　閉会中の継続調査の申し出の方法については引き続き検討し、今定例会については、従前どおりのやり方で行うこととする。
以上で議会運営委員会を終了する。
第１０章　災害時の対応


第２１条　議会は、大規模災害等の緊急事態が発生したときは、市民の生命、身体及び財産に関する安全及び安心を確保するため、市長等と協力し、議会としての体制の整備を図るように努めるものとする。
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